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人間の歴史の中で、生理活性化合物はさまざま
な用途に利用されてきた。主な用途は基礎生物
学研究のツール、医薬品、農薬であろう。世界
のツール研究者は、基礎的な研究成果をあげて
おり、生物学研究に貢献している。問題は、研
究成果の還元である。ツール研究のみでは、一
般国民に直接の恩恵を与えることはできない。

小分子接着因子の創成と利用
フィブロネクチンという巨大タンパク質を模倣する
小分子化合物を創成した。「小分子フィブロネクチ
ン」はヒト細胞の培養、増殖、移植を加速する。
基礎細胞生物学や細胞治療の複数の場面で利
用が期待できる。

ヒト幹細胞化学プローブの創成と利用
ヒト幹細胞を選択的に染める蛍光物質を
発見。ヒトiPS細胞やヒトES細胞を一時
的・可逆的に染色することができる。開
発した蛍光小分子プローブを用いてヒト
幹細胞の検出、精製、除去を簡便化で
きることが期待される。

心筋分化促進化合物の発見 
ヒト胚性幹（ES）細胞やヒト人工多能性
幹（iPS）細胞を高効率に心筋細胞に
分化促進させる新しい小分子化合物
KY02111を発見。それを用いることに
よって、高価な増殖因子や安全面で懸念
のある動物由来成分を含まない新しい心
筋分化誘導法を開発。この成果は、ヒト 
ES/iPS 細胞を用いた心臓病の再生医
療の実現化に大きく貢献することが期待
される。

合成小分子化合物を基礎細胞研究のツールのみ
ならず細胞治療の効果と効率を高めるツールとす
る。基礎研究ツールでありながら、一般国民が熱
望する細胞治療に役立つ化合物を開発、利用法
の原理の証明を行う。①小分子接着因子の創成
と利用②小分子成長因子の創成と利用③ヒト幹
細胞可視化化合物の創成と活用を予定している。
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•�ヒト培養細胞を患者体内に移植する際に化合
物を使う。

•�iPS 細胞やES 細胞の精製に化合物を用い
る。

•�分化細胞を体内に戻す際に、残ったiPS細胞

やES細胞を化合物で死滅させ安全性が高め
られる。

•�細胞治療に安定で安価な化合物を用られ、コ
スト削減と安全性向上が実現。より多くの人々
に細胞治療の恩恵が行き渡る。
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